
 

 

 

 

 

 

 小学１年生から６年生までが対象の夏休み体験教室です。 

 日本の伝統芸能「どじょう掬い踊り」を体験します。踊り方だけではなく、踊りの生まれた背

景、どじょうのこと、昔の農具、環境のことなどをまとめて楽しく学ぶことで、いろいろな環境

問題にも関心を持ってもらうきっかけ作りとします。 

 

 

 笑顔イキイキ倶楽部 代表 斎藤 正昭 氏 （どじょう掬い踊り 大師範） 

 どじょう採り    名人 佐々木 康悦 氏 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 仙台管内社会教育拠点施設訪問 

富谷市 富ケ丘公民館 
「夏休み体験教室 めざせ！どじょう掬い踊り名人」 

令和５年７月２４日（月）実施 

事業の概要 

講 師 

当日の様子 

参加者は幼児、小学生、大人あわせて
１０名。最初は緊張気味でしたが、講師
の先生方から、どじょうのこと、採り方、
道具のことを教えていただき、楽しく学
ぶことができました。 

どじょう掬い踊りの衣装に着替える
頃には、全体的に打ち解け、お互いに
確認し合いながら着替えていました。
手ぬぐいでほっかぶりするときは師範
にしっかりと着けてもらいました。 

講師の先生が採ってきたどじょうを実
際に見て、手に取って感触を確かめまし
た。「ぬるぬるしてた！」子供たちは目を
輝かせて、どじょうを見つめていました。 

実際の踊りは、全員楽しく、そして
真剣に取り組みました。ひとつひとつ
の振付けの意味を知り、とても上手に
踊ることができました。最後は、全員
で音楽に合わせて踊り、大満足でした。 


